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任期満了による大鹿村長選挙が次の日程で執行されます。
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大
鹿
村
表
彰
規
則
に
よ
り
、
村
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
が
、

次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
状

下
平　

昭
七
さ
ん
（
塩　

河
）

　

鹿
塩
農
協
か
ら
み
な
み
信
州
農

協
ま
で
農
協
職
員
、組
合
長
な
ど

　

年
余
勤
め
ら
れ
、大
鹿
村
と
飯

50伊
地
域
の
農
業
振
興
に
貢
献
さ
れ

た
功
績

南
坂　

勇
一
さ
ん
（
上
青
木
）

　

永
年
に
亘
り
国
選
択
無
形
民
俗

文
化
財
大
鹿
歌
舞
伎
の
舞
台
や
大

道
具
の
製
作
を
手
掛
け
ら
れ
、舞

台
美
術
向
上
と
文
化
伝
承
に
尽
力

さ
れ
た
功
績

峯
沢　
　

守
さ
ん
（
上　

蔵
）

　

大
鹿
村
役
場
職
員
と
し
て　

年
44

余
勤
務
さ
れ
、
そ
の
間
課
長
、
助

役
の
要
職
に
あ
っ
て
地
域
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
功
績

褒

状

木
村　

荘
佐
さ
ん
・

　
　
　

立
エ
さ
ん

　

永
き
に
亘
り
郷
土
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
、夫
婦
共
に
八
十
八
歳
以

上
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

バランスシートとは
　村民の皆さんが利用する村の施設 （財産）や、村が持っている現金等が年度末にどのくらいあるかを一覧表で示
したもので、「資産」、「負債」、「正味資産」の３つの内容から構成されています。
　本バランスシートは、平成15年度決算に基づいて作成した平成16年３月31日現在（昭和44年度から平成15年
度までの35年間）のものです。

お金を使って作られた資産の内容

　　　資　産　合　計  1,363,038万円　　　　
有形固定資産  1,156,571万円
　・ 役 場 庁 舎 等 91,400万円
　・ 農 林 業 施 設 等 353,204万円
　・ 道 路 公 園 住 宅 等 312,889万円
　・ 小 中 学 校 等 290,569万円
　・ そ の 他 施 設 108,509万円
投　　資　　等  131,902万円
　・ 投　 資 、 出　 資 16,226万円
　・ 基 金 115,676万円
流　動　資　産  74,565万円
　・ 現金、預金、未収金等

使ったお金の内容・性質

　　　負　債　合　計  375,564万円　　　　
固　定　負　債  338,550万円
　・ 地 方 債 315,696万円
　　（翌々年度以降の償還予定額）
　・ 退 職 金 見 積 額 22,854万円
流　動　負　債  37,014万円
　・翌年度償還予定額

　　　正味資産合計  987,474万円　　　　
 国 か ら の 補 助 金 74,601万円
 県 か ら の 補 助 金 185,591万円
 村民の税金、交付税等 727,282万円

立候補予定者説明会　大鹿村役場　　　　午後１時30分から平成16年12月27日 月曜日

立候補届出書類等事前審査　大鹿村役場　午前９時から平成17年１月５日 水曜日

告示・立候補届出受付　大鹿村役場　　　午前８時30分から午後５時まで平成17年１月11日 火曜日

期日前投票（役場投票所）12日から15日まで　午前８時30分から午後８時まで平成17年１月12日 水曜日

投票事務説明会・投票所準備　　　　　　午後１時30分から平成17年１月15日 土曜日

投票・開票・選挙会　　　　　投票時間　午前７時から午後７時まで平成17年１月16日 日曜日

大鹿村の総資産は　1,363,038万円です。
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産
業
文
化
祭
が
役
場
周
辺
に
お

い
て　

月
７
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

１１

た
。

　

今
年
度
は
、
春
先
の
凍
霜
害
、

猛
暑
に
お
け
る
干
ば
つ
、
ま
た
例

年
に
な
い
台
風
の
襲
来
等
に
よ
り
、

農
作
物
へ
の
被
害
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
野
菜
・
雑
穀
・
果
樹
等

多
数
出
品
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
展
に
お
い
て
も
、
手

芸
・
写
真
・
書
・
小
中
学
生
の
作

品
等
多
数
出
展
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
秋
晴
れ
で
陽
気
が
よ

く
村
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
バ
ザ
ー
や
イ
ベ

ン
ト
等
賑
や
か
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

尚
、
今
年
度
の
産
業
功
労
者
は
次

の
方
々
で
、
当
日
表
彰
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

☆
優
秀
産
業
功
労
者

　

大
原　

由
男
さ
ん（
商
工
部
門
）

　

木
間　
　

實
さ
ん（
農
業
部
門
）

　

舩
澤　

庄
三
さ
ん（
林
業
部
門
）
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冬
に
な
っ
て
、
気
温
が
０
℃ 
以

下
に
な
る
と
、
給
水
管
や
、
水
道

メ
ー
タ
ー
、
蛇
口
が
凍
っ
て
、
水

が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た

り
す
る
、
水
道
の
凍
結
事
故
が
多

く
な
り
ま
す
。

　

寒
さ
は
水
道
の
大
敵
で
す
。
早

め
の
冬
じ
た
く
を
お
願
い
し
ま
す
。

  
凍
結
を
防
ぐ
に
は
…

①
凍
結
防
止
帯
の
電
源
を
入
れ
る
。

屋
外
や
凍
結
防
止
帯
の
な
い
給

水
管
や
蛇
口
に
は
、
専
用
の
保

温
材
、
あ
る
い
は
布
切
れ
や
毛

布
を
巻
き
、
濡
れ
な
い
よ
う
に

上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
す

き
間
な
く
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
は
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
発
砲
ス
チ

ロ
ー
ル
や
布
切
れ
な
ど
保
温
材

を
入
れ
て
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を

保
護
す
る
よ
う
に
詰
め
て
く
だ

さ
い
。（
布
切
れ
を
そ
の
ま
ま
入

れ
て
し
ま
う
と
、
濡
れ
た
と
き

に
凍
結
し
て
し
ま
い
、
か
え
っ

て
メ
ー
タ
ー
を
凍
結
さ
せ
て
し

ま
う
の
で
、
必
ず
ビ
ニ
ー
ル
袋

水
道
の
凍
結
に
注
意
！

水
道
の
凍
結
に
注
意
！

へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

つ
め
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。）

③
不
棟
栓
、
水
抜
き
栓
を
ご
使
用

の
ご
家
庭
で
は
、
お
休
み
の
前

や
留
守
に
す
る
と
き
は
、
忘
れ

ず
に
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
不
凍
栓
は
、
い
っ
ぱ
い
ま
で

閉
め
ま
し
ょ
う
。
途
中
で
止
め

て
し
ま
う
と
、
水
が
地
中
で
出

っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
し
ま
い
漏

水
の
原
因
に
な
り
ま
す
。）

  
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
…

　

蛇
口
を
開
け
、
凍
っ
た
部
分
に

タ
オ
ル
か
布
を
か
ぶ
せ
、
蛇
口
の

方
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ま
ん
べ
ん
な

く
、
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
く
だ
さ

い
。
熱
湯
を
急
に
か
け
た
り
す
る

と
、
ヒ
ビ
割
れ
や
破
裂
を
お
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

給
水
装
置
（
宅
内
配
管
含
む
）

の
改
造
、
修
理
な
ど
は
必
ず
、
大

鹿
村
が
指
定
し
た
給
水
装
置
工
事

事
業
者
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
指

定
外
の
業
者
や
、
ご
自
分
で
施
工

さ
れ
た
箇
所
は
近
年
、
漏
水
や
凍

結
が
お
き
て
い
ま
す
。
場
合
に
よ

っ
て
は
、
給
水
停
止
の
措
置
を
と

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。）

冬
期
の
道
路
管
理
に
つ
い
て

冬
期
の
道
路
管
理
に
つ
い
て

冬
期
通
行
止

【
国
道
１
５
２
号
】

地
蔵
峠

　

ス
ト
リ
ー
ム
深
ヶ
沢
さ
ん

　

付
近
か
ら
上
村
ま
で
の
間

　
　

月　

日
〜
４
月
８
日
ま
で

１２

１５

分
杭
峠

女
高
付
近
か
ら
長
谷
村
・
駒
ヶ

根
市
ま
で
の
間

　
　

月　

日
〜
３
月
８
日
ま
で

１２

２７

【
村　
　

道
】

沢
井
線

樺
沢
よ
り
上
部
（
大
鹿
第
二
発

電
所
取
水
上
）

　

月　

日
〜
４
月
中
旬
頃
ま
で

１２

２８

赤
石
線

　

釜
沢　

荒
川
荘
さ
ん
よ
り
上
部

　
　

月　

日
〜
４
月
中
旬
頃
ま
で

１２

２８

【
林　
　

道
】

鳥
倉
線

　

村
道
清
水
南
山
線
の
三
叉
路

　

よ
り
上
部

　
　

月　

日
〜
４
月
中
旬
頃
ま
で

１２

２８

中
峰
黒
川
線

沢
井
側

　

大
池
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
上
部

　
　

月　

日
〜
４
月
中
旬
頃
ま
で

１２

２８

北
入
側

　

松
下　

一
さ
ん
宅
よ
り
上
部

　
　

月　

日
〜
４
月
中
旬
頃
ま
で

１２

２８

※
降
雪
等
、
気
象
状
況
に
よ
り
通

行
止
め
期
間
が
変
更
と
な
る
場

合
は
同
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

融
雪
剤（
塩
カ
ル
）置
場

大
河
原

　

大
鹿
倉
庫

鹿
塩

　

塩
の
里
前

※
必
要
な
方
は
、
役
場
産
業
建
設

課
に
置
い
て
あ
る
塩
カ
ル
受
払

い
簿
に
記
入
の
上
、
右
記
場
所

よ
り
持
ち
出
し
て
下
さ
い
。

　

（
右
記
場
所
に
無
い
場
合
は
、

役
場
駐
車
場
よ
り
持
ち
出
し
て

下
さ
い
）

 

（
産
業
建
設
課　

建
設
係
）
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火は消した？　いつも心に　聞いてみて 火は消した？　いつも心に　聞いてみて 

12月27日～31日　年末夜警実施！ 

主な原因 主な原因 

主な原因 主な原因 

対
　
策 

対
　
策 

対
　
策 

対
　
策 

主な原因 主な原因 

対
　
策 

対
　
策 

コ
ン
ロ 

た
ば
こ 

電
気
器
具 

た
き
火 

風
　
呂 

石
油
ス
ト
ー
ブ 

可燃物の接触など。 

使用方法の誤りなど。 
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　平成15年度の老人医療費の総額は、225,651,722円で1人当りの医療費は479,091円で14年度より約

4パーセント減っています。

　１人当りの医療費は県内（１１８市町村）の順位で１１４位に位置し、負担が少ないことがわかります。

＜過去５年間の医療費の動向＞

１人当りの医療費（円）
県内の順位

医療費の総額
（円）

受給者数
（人）

年　　度
県平均大鹿村

642,954544,393102258,042,05547411

594,244548,65577262,257,32347812

602,378564,82772269,422,28147713

596,558500,291109244,642,37748914

611,917479,091114225,651,72247115

○受給者数－月末時人数の１２ヶ月の平均

○医療費の総額－医科、歯科、調剤、食事療養費、補装具、柔道整復費含む

○県内の順位－順位が高いほど医療費が低い

1人当り医療費の県平均との比較表 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

医療費　円 

県平均 

大鹿村 

11 12 13 14 15 （年度） 

 

☆老人保健受給者が病院・診療所等で診療した場合一部負担金を支払いますがそれ以外の医療費は、下記負担率に

より支払われています。

負　　　　　担　　　　　率
負　　　担　　　者

H15年10月～H16年９月診療分H14年10月～H15年９月診療分

62%66%社会保険診療報酬支払基金

38%34%

国

長 野 県

大 鹿 村
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１．体育施設の使用について

①大西グラウンド・小学校グラウンド・中学校グラウンドを使用した場合に、ゴミが出たときは必ず持ち帰

るようにしましょう。

②公共の施設にいたずらをして、窓や壁を壊さないようにしましょう。

③雨・雪等でグラウンドの状態が悪い時は、自転車・バイク等乗り入れないようにしましょう。

２．公民館等の使用について

①公民館を同級会で使用する場合は、必ず公民館事務局（�39－2100）（１２／２９～１／３までは役場）ま

で事前に申し込みをし、使用後はきちんと掃除をして帰りましょう。（鍵は南坂ミシン屋さん・サクラヤ

さん）

②公民館を使用した後は、後片付け・トイレの掃除等、後の人が気持ちよく使えるようにきれいにしておき

ましょう。

③博物館・ろくべん館は大いに利用してほしいと思いますが、管理の方のお願いをよく聞いて利用して下さ

い。　（１２／２７～１／４まで休館）

３．その他

①公民館や地区主催の行事には、学校等のきまりを守り積極的に参加しましょう。

　公民館では１月１日に元旦マラソン・ウォーキング大会を予定しています。交流センターより朝７時30

分から受付、８時出発の予定です。

※施設の水道を使用した時は、帰る前に必ず止水栓バルブを閉めましょう。

※大西テニスコートは冬期間表面が凍結しますので、閉鎖してあります。

1月1日　交流センターにて　朝7時30分から受付 
参加賞あります 参加賞あります 

交流センター → 大西公園 → 堂垣外橋 → 

小渋橋 → 小渋川河川敷道路 → 交流センター 

◆悪天候の場合は中止です。 
　朝6：30に同報無線でご連絡いたします。 

平成17年 新年恒例 

～平成17年も健康でありますように～ 

大鹿村体育指導委員協議会・大鹿村公民館 大鹿村体育指導委員協議会・大鹿村公民館 

公民館から 冬の施設使用 について 公民館から 冬の施設使用 について 
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税 務 だ よ り 平成16年12月号 

＊詳細は、役場税務係まで、お問い合わせください｡　（�0265－39－2001　内線224）
＊なお、来年１月末に農業収支計算説明会を２回に分けて実施します。販売農家の皆さんは必ずご出席ください。

　今年も残すところ半月あまりとなりました。村民の皆さんはこの１年をどのように過ごされましたでしょうか？
　さて、農家の皆さんの農業所得について、ここ数年広報・ちらし等で折に触れてお知らせしてまいりましたが、現在は経
費目安割合方式を使用しております。この方式は収支計算へ移行するための便宜的な方式で必ず所得が生ずることとなりま
す。
　そのため、農家の皆さんには、できるだけ収支計算による方法でお願いしたいと思います。そこで、来年の納税相談時に
は収支計算での農業所得の算出ができるよう今から農協の出荷伝票、資材・肥料・農薬・種苗等の経費の購買伝票を確認し
ていつでも計算に取りかかれるよう準備をお願いします。
　なお、平成１７年分（平成１８年２月申告）をもって経費目安割合が廃止となり、平成18年分よりすべての農家の方が収支計
算に移行されることにとなりますのでご承知ください｡（あと２年で廃止です。）
　では、今回は、農業所得の業種区分と収入金額と必要経費に絞って簡単に説明したいと思います。

平成16年分農業所得は収支計算で申告しましょう！ ！ ！

（１）農業所得の業種にはどのようなものがありますか？

種　類　・　品　名　の　例　示業 種 区 分

①水稲　②麦（水稲の裏作）田 作 物 農 業

①麦　②雑穀［大豆、小豆、そば等］　③野菜　④ 馬鈴薯 　⑤ 甘藷 
ばれいしょ かんしょ

⑥露地栽培の花（該当にならないものがあります。）
畑 作 物 農 業

①果樹栽培［りんご、ぶどう、なし、もも］　②桑畑（養蚕は除く）
③その他果樹［柿、梅等］

果 樹 栽 培 農 業

【重要】経費目安割合方式では、一番収入の多い業種区分の割合を使用します。

（２）農業所得の収入金額にはどのようなものがありますか？

収   入   金   額

・１年間に販売した農産物の販売金額を記入します。（市場手数料や撰果料、運賃等が相
殺されて入金されている場合は、これらの金額が相殺される前の金額を記入します。）

① 販　売　金　額

・収穫した農産物を自分で食べたり、贈答した場合は自家消費として収入金額に含めま
す。また、収穫した農産物を自己の生産のために消費した場合は、事業消費として収
入金額に含めます。（事業消費の場合、収入金額と同額を種苗費等の経費とします。）

② 家 事 消 費 等

・農業に関係する収入で販売金額以外のものを記入します。
　（主な例）自主流通米や加工米の精算金、稲作経営安定基金、とも補償金などの各種
補助金、野菜や果樹共済などの農産物の受け取り共済金など

③ 雑　　収　　入

（３）農業所得に対する必要経費にはどのようなものがありますか？

必　　　　　要　　　　　経　　　　　費

水稲、温室などの共済掛金、農業用建物・車
両に対する保険金農 業 共 済 費消費税、農業用土地建物の固定資産、自動車

税、農事組合費など租 税 公 課

農業用建物、農機具などの固定資産の減価償
却費など減 価 償 却 費種子、苗の購入費など種 苗 費

農産物等の販売に要した市場手数料、運送
費、包装費など荷造運賃手数料化学肥料、堆肥用わらの購入代など肥 料 費

土地改良区、水利組合の負担金のうち維持管
理費など土 地 改 良 費農具、機械、器具（1個又は1組の取得価格が

10万円未満のもの）の購入費など農 具 費

小作料、ライスセンター、共同撰果場などの
使用料金など小作料・賃借料農薬の購入費、共同防除の負担金など農 薬 費

農産物等の生産及び販売のための雇用労賃、
雇人への賄い費・交通費など雇 人 費ビニールシート代、果実袋掛用袋代、わら、

縄、支柱などの購入費など諸 材 料 費

農業用の土地建物、農機具の購入のための借
入金利子、手形割引料など利 子 割 引 料農機具、農業用の建物･車両に要した修理代

など修 繕 費

上記に分類できない経費（研修費、事務用品
の購入費、電話代、切手代など）雑 費農業用に使用した水道料、ガソリン代、灯油

代など動 力 光 熱 費

作業服代、長靴、手袋代など作業用衣料費
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　大鹿村租税教育推進協議会の総会が11月24日に行われ「税に関するポスター」・「税に関する
標語」の中から優秀な作品が選ばれ、児童生徒の皆さんが表彰を受けました。また、本年も中学
生の「税に関する作文」についても入選者があり、総会当日に納税貯蓄組合から表彰を受けま
した｡ 

小学生 
ポスターの部 
小学生 

ポスターの部 

中学生 
標語の部 
中学生 
標語の部 

中学生 
作文の部 
中学生 
作文の部 

＊
大
鹿
村
長
賞 

二
年　
 
河
本 　
 
祐
作 
さ
ん

か
わ
も
と 

ゆ
う
さ
く

　
　
　

・「
税
金
は　

身
近
な
と
こ
ろ
で　

大
活
躍
」

＊
飯
田
税
務
署
長
賞 

三
年　
 
中
村 　
 
広
野 
さ
ん

な
か
む
ら 

ひ
ろ
の

　
　
　

・「
税
金
が　

支
え
て
く
れ
る　

み
ん
な
の
未
来
」

＊
下
伊
那
地
方
事
務
所
長
賞 

三
年　
 
伊
東 
さ
や
か
さ
ん

い
と
う

　
　
　

・「
税
金
が　

み
ん
な
の
暮
ら
し　

支
え
て
る
」

＊
大
鹿
村
議
会
議
長
賞 

一
年　
 
伊
東 　
 
良
容 
さ
ん

い
と
う 

た
か
ひ
ろ

　
　
　

・「
税
金
で　

い
い
国
作
ろ
う　

全
日
本
」

＊
大
鹿
村
教
育
委
員
長
賞 

一
年　
 
小
林 　
 
夏
美 
さ
ん

こ
ば
や
し 

な
つ
み

　
　
　

・「
税
金
は　

み
ん
な
を
助
け
る　

大
切
な
物
」

＊
大
鹿
村
商
工
会
長
賞 

二
年　
 
元
吉 　
 
喜
生 
さ
ん

も
と
よ
し 

き
お

　
　
　

・「
税
金
で　

よ
り
よ
い
国
を　

つ
く
ろ
う
よ
」

表彰対象者の作品は11月7日産業祭

の文化展で展示を致しました｡

飯
田
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会　

　
　

入
選

　
　
　

一
年　
 
間  
瀬 　
 
剣
斗 
さ
ん

ま 

せ 

け
ん
と

　
　
　
　

「
消
費
税
に
つ
い
て
」

　
　

＊
本
文
は
、
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

表彰を受けられた皆さん

大
鹿
村
長
賞 
6
年　
 
古
瀬 　
 
大
夢 
さ
ん

こ
せ 

ひ
ろ
む 飯田税務署長賞 6年　 供野 　 菜海 さん

ともの なみ

大
鹿
村
教
育
委
員
長
賞 
6
年　
 
伊
東 　
 
侑
紀 
さ
ん

い
と
う 

ゆ
う
き

下伊那地方事務所長賞

５年　 木村 　きららさん
きむら

大鹿村議会議長賞 6年  傳宝 　 覚 さん
でんぽう さとる

大
鹿
村
商
工
会
長
賞　５

年　
 
遠
藤 　
 
雅
人 
さ
ん

え
ん
ど
う 

ま
さ
と
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国民年金保険料は全額社会保険料控除の対象です 

控除となるのは今年国民年金保険料を納めた次の場合です

〇　第１号被保険者として保険料を納めた期間

　　（転職して次の会社に勤めるまでの間に納めた期間など）

〇　過去に納め忘れた期間をさかのぼって納めた場合

〇　保険料の免除を受けた期間をさかのぼって納めた（追納）場合

〇　学生納付特例で猶予された期間を追納した場合

〇　申告者本人と生計が同一である配偶者やその他の親族の国民年金保険料を納めた場合

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななないいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよようううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

　12月は、年末調整の時期です。給与所得者の方

は、勤務先に各種控除の書類を提出しますが今年

中（平成１6年1月～12月）に支払った国民年金保

険料をお忘れではないですか。

確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささされれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

　給与所得者でも年末調整を受けない方は、確定

申告時に忘れずに申告しましょう

年金の加入記録を確認しておきましょう
　年金手帳や基礎年金番号通知書に記載されている『基礎年金番号』により、現在の年金の加入記録を調べてもら

えます。

　飯田社会保険事務所や、各機関の年金相談窓口開設日に相談に行きましょう。

　第３号被保険者期間の届出もれや、未納期間（免除申請・学生納付特例など）厚生年金一時

金取得期間等、さかのぼって資格を満たす事も可能なので相談してみましょう。

＊12月1日より長野年金電話相談センター（�026－268－1165）が開設されました。

＊社会保険庁では希望される方に対して、年金見込額を知らせくれます

　（昭和21年1月2日以降に生れた方が対象です）
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平成１７年３月までは、当座預金、普通預金、別段預金については、引き続き

全額保護されます。

ペイオフが解禁になります 

預金等の保護範囲

平成１７年４月～平成１４年４月～平成１７年３月

利息がつかない等の条件を満たす

決済用預金は全額保護全　額　保　護

当 座 預 金

普 通 預 金

別 段 預 金

預
金
保
険
の
対
象
商
品

合算して元本１千万円(※2)までとその利息等(※3)を保護

１千万円を超える部分は、破たん金融機関の財産状況に応じて

［
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

］支払われます。（一部カットされることがあります。）

定 期 預 金

定 期 積 金

ビッグワイド等

保護対象外

破たん金融機関の財産状況に応じて支払われます。

［
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

］ （一部カットされることがあります。）

外 貨 預 金

譲 渡 性 預 金

ヒ ッ ト 等

対
象
外
商
品

○銀行（日本国内に本店があるもの）    ○信用金庫    ○信用組合    ○労働金庫 

○信金中央金庫    ○全国信用協同組合連合会     ○労働金庫連合会 

※農協、漁協、水産加工協等は別途、農水産業協同組合貯金保険制度に加入しています。

預金保険の対象となる金融機関

平成１７年４月以降は、全額保護される決済用預金（※１）を除き、預金者一人

当たり、一金融機関毎に元本１千万円までとその利息が保護されます。

（※１）「決済用預金」とは、「無利息、要求払い、決済サービスを提供できること」という３条件を備えた預金で

当座預金や利息の付かない普通預金が該当します。

（※２）金融機関が平成１５年４月以降に合併を行ったり、営業（事業）のすべてを譲り受けた場合には、

その後１年間に限り、当該保護金額が１千万円の代わりに、「１千万円×合併等に関わる金融機関の数」に

よる金額になります。

（例えば、２行合併の場合は、２千万円）

（※３） 定期積金の給付補てん金、金銭信託における収益の分配等も利息と同様保護されます。

○預金保険機構　　　TEL 03（3212）6029

○財務省関東財務局　TEL 048（600）1275

預金保険制度に関する照会先
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平成１６年１０月１０・１１日に千葉市の卸売市場で行われた千葉市

民産業まつりに大鹿村の特産品の販売と観光ＰＲをしてきま

した。来客総数は２万人ほどで、夏に山村留学で大鹿村に来

てくれた小学生とその御家族の方にも漬物や農産物・鹿肉等

を購入していただきました。

村の行事予定村の行事予定 村の行事予定村の行事予定 村の行事予定 

１２月
１７日　インフルエンザ予防接種

２１日　ヘルス・スクリーニング

２２日　ヘルス・スクリーニング

２２日　廃プラスティックの回収

２７日～３１日消防団年末警戒

１月
 １日　公民館新春ウォーキング

（交流センター　午前７時３０分）

 ６日　消防団出初式

１８日　空き缶と鉄類の回収

２０日　廃プラスチックの回収

 １月下旬　公民館（成人白樺学級）

　軽スポーツ・人権教育関係

 １月下旬　農業所得収支計算研修会

（２日間）

二
〇
〇
五
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
を 

　
　
　
　
　
　
　 

実
施
い
た
し
ま
す
。 

二
〇
〇
五
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
を 

　
　
　
　
　
　
　 

実
施
い
た
し
ま
す
。 

二
〇
〇
五
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
を 

　
　
　
　
　
　
　 

実
施
い
た
し
ま
す
。 

調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す 

調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す 

千葉市民産業まつりに参加しました 千葉市民産業まつりに参加しました 千葉市民産業まつりに参加しました 
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１
日
雇
用
均
等
室
開
催

　

労
働
局
雇
用
均
等
室
の
職
員
が

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

●
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

を
ご
存
じ
で
す
か
？

○
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

の
「
一
般
事
業
主
行
動
計
画
」

の
策
定
準
備
の
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。

●
育
児
・
介
護
休
業
制
度
に
関
す

る
社
内
規
定
の
整
備
は
お
済
み
で

す
か
？

○
育
児
・
介
護
の
た
め
の
休
業
制
度
・

時
間
外
労
働
及
び
深
夜
業
の
制

限
・
勤
務
時
間
の
短
縮
等
の
措
置

に
関
す
る
社
内
規
定
の
整
備
に

つ
い
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
職
場
で
疑
問
・
悩
み
事
・
ト
ラ

ブ
ル
の
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す

○
職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
悩
ん
で
い
る
。

○
結
婚
・
妊
娠
を
会
社
に
告
げ
た

ら
、
上
司
か
ら
「
家
庭
に
専
念

し
た
ら
ど
う
か
」と
い
わ
れ
た
。

○
育
児
休
業
を
取
り
た
い
と
言
っ

た
ら「
今
ま
で
に
前
例
が
な
い
」

と
い
わ
れ
た
。

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

　
　
　
　
　
　
　

の
ご
案
内

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
高

校
・
大
学
等
へ
進
学
ま
た
は
在
学

中
の
お
子
様
を
お
持
ち
の
方
の
た

め
に
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
お

取
り
扱
い
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
融
資
額
は
、学
生
・
生
徒
お
一
人

に
つ
き
２
０
０
万
円
以
内
で
、　

年
１０

以
内
の
元
利
均
等
払
い
で
す
。な

お
、金
利
は
年
１
・
７
パ
ー
セ
ン
ト（
平

成　

年　

月　

日
現
在
）で
す
。

１６

１１

１０

●
お
問
い
合
わ
せ
先

国
民
生
活
金
融
公
庫
伊
那
支
店

〒
３
９
６－

０
０
２
１

伊
那
市
錦
町
３
４
１
３
の
２

�
０
２
６
５－

　

－

５
１
９
５

７２

　

詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の

税
務
署
ま
た
は
税
務
相
談
室
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

記
帳
及
び
書
類
の
保
存
義
務
に
つ

い
て

◎
消
費
税
の
課
税
事
業
者
は
、
消

費
税
法
に
基
づ
く
帳
簿
の
記
載

や
請
求
書
等
の
保
存
（
７
年
間
）

が
必
要
で
す
。特
に
、本
則
課
税

で
申
告
さ
れ
る
方（
簡
易
課
税
制

度
を
選
択
さ
れ
な
い
方
）
は
、

帳
簿
の
記
載
及
び
請
求
書
等
の

保
存
が
な
い
場
合
、
仕
入
税
額

控
除
の
適
用
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
個
人
事
業
者
で
平
成　

年
分
か

１７

ら
新
規
に
課
税
事
業
者
と
な
る

方
は
、
平
成　

年
１
月
１
日
か

１７

ら
記
帳
及
び
書
類
の
保
存
が
必

要
で
す
。

◎
税
務
署
、
商
工
会
議
所
・
商
工

会
、
法
人
会
等
で
は
、
消
費
税

法
の
仕
組
み
や
申
告
の
手
続
等

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
個
人
事
業
者
で
記
帳

指
導
を
希
望
さ
れ
る
方
に
対
し

ま
し
て
は
、
指
導
機
関
に
お
願

い
し
て
個
別
の
記
帳
指
導
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

説
明
会
へ
の
出
席
又
は
記
帳

指
導
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
気

軽
に
最
寄
り
の
税
務
署（
所
得
税

担
当
）ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
税
法
の
改
正
点
と
記
帳
・

書
類
保
存
義
務
に
つ
い
て

　

消
費
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
適
用
さ

１６

れ
て
い
ま
す
。
主
な
改
正
点
は
次

の
と
お
り
で
す
。

１
事
業
者
免
税
点
の
引
下
げ

納
税
義
務
が
免
除
さ
れ
る
課
税

期
間
の
基
準
期
間
に
お
け
る
課

税
売
上
高
の
上
限
が
１
、０
０
０

万
円
（
改
正
前
３
、0
0
0
万

円
）に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

２
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
の

引
下
げ

簡
易
課
税
制
度
を
適
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
課
税
期
間
の
基
準

期
間
に
お
け
る
課
税
売
上
高
の

上
限
が
5
、0
0
0
万
円
（
改
正

前
２
億
円
）
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。

《
適
用
関
係
》

　

い
ず
れ
も
平
成　

年
４
月
１

１６

日
以
後
開
始
す
る
課
税
期
間
か

ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
の
で
個

人
事
業
者
は
平
成　

年
分
か
ら
、

１７

事
業
年
度
が
１
年
で
あ
る
法
人

に
つ
い
て
は
平
成　

年
３
月
末

１７

決
算
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
育
児
休
業
中
に
、
会
社
か
ら

「
あ
な
た
が
戻
る
席
は
な
い
」
と

い
わ
れ
た
。

○
親
の
介
護
で
仕
事
を
休
み
た
い
。

○
妊
娠
中
の
女
性
が
残
業
を
し
て

も
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
な
ど

　

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
開
催
日
と
会
場

平
成　

年
１
月　

日
�

１7

２８

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
那

　

午
前　

時
〜
午
後
４
時
ま
で

１０

●
問
い
合
わ
せ
先

長
野
労
働
局
雇
用
均
等
室

長
野
市
中
御
所
１
丁
目　

－

１

２２

�
０
２
６－

２
２
７－

０
１
２
５

�
０
２
６－

２
２
７－

０
１
２
６

自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
の
ご
案
内

　

相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
�
日
本
損

害
保
険
協
会
の
サ
ー
ビ
ス
機
関
と

し
て
、
全
国　

ヶ
所
に
設
置
さ
れ
、

４８

長
野
県
で
は
松
本
自
動
車
保
険
請

求
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
交

通
事
故
で
お
困
り
の
方
や
自
賠
責

保
険（
強
制
）・
自
動
車
保
険（
任

意
）の
請
求
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

専
門
の
相
談
員
が
ご
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

　

相
談
は
一
切
無
料
で
す
。
電
話

（
直
通
０
２
６
３－

　

－

７
７
９
０
）

３５

に
よ
る
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
相
談
は

月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前　

９
時
か
ら　

時
ま
で

１２

午
後　

１
時
か
ら
５
時
ま
で

●
弁
護
士
相
談
（
面
接
）
は

毎
月
の
第
２
・
第
４
木
曜
日（
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
）で
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先

�
日
本
損
害
保
険
協
会

関
東
支
部

松
本
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー

松
本
市
中
央
１－

４－

　
２０

日
本
生
命
松
本
駅
前
ビ
ル
７
Ｆ

�
０
２
６
３－

　

－

７
７
９
０

３５
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・元旦マラソンウォーキング

・松川町との任意合併協議

（７月まで）

１月

・合併について住民懇談会

・ニュースポーツの集い
２月

・公民館クラブ発表会

・春休み映画鑑賞会

・歩け歩け大会

３月

・大鹿さくら祭り

・育林祭
４月

・大鹿歌舞伎春の定期公演５月

・浜名湖花博覧会への参加

・大鹿登山口開山式
６月

・合併について住民懇談会

（８月まで）

・中央構造線サイクリング大会

（８月１日まで）

・�大鹿歌舞伎保存会「信毎賞」受賞

７月

・大鹿夏祭り2004

・盆野球大会・成人式

・千葉市小学校山村留学

８月

・合併について住民投票

・総合防災訓練

・分館対抗ソフトボール、

　マレットゴルフ大会

９月

・千葉市での観光物産展開催

・ろくべん伝承塾の開催

・大鹿歌舞伎秋の定期公演

・中学校大鹿祭

・映画鑑賞会

１０月

・産業文化祭１１月

１２月

村の年間行事 村の年間行事 

▲大鹿さくら祭り ▲花博での美翔蓮

▲

夏
祭
り

▼サイクリング大会

▲ろくべん伝承塾

▲

千
葉
市
小
学
校　

山
村
留
学


